
 

 

保育業務の効率化・保育の質の向上に向けて 

「わかやま保育DX説明会」を開催します！ 
 

園児の登降園の時間管理や保育の記録、保護者への連絡など、保育現場の皆様は毎

日多忙です。その保育現場において、ICT を活用することにより、業務の負担軽減や

質の向上等が期待される一方、「聞くだけで難しそう」、「何から始めればいいか分から

ない」などの理由から、ICT の導入に至っていない保育所等が多くあります。 

今回、こども家庭庁など各省庁と連携し、テクノロジーを活用して持続可能な「こ

どもまんなか社会」を実現することを目的に設立された一般社団法人こども DX 推進

協会と連携し、保育業務の ICT サービス等を紹介する説明会を開催します。 

 

《わかやま保育 DX 説明会 開催概要》 

 

■ 日 時：2023 年 11 月 7 日（火）13:00～14:00 

■ 開 催 形 式：オンライン（Zoom）開催 

■ 対 象 者：県内の保育所・認定こども園等職員、市町村保育担当職員等 

※どなたでもご参加いただけます 

■ 参 加 費：無料 

■ プログラム： 

  － 主催者挨拶（和歌山県子ども未来課） 

  － 趣旨説明（一般社団法人こども DX 推進協会 理事 上野 公嗣） 

  － サービス事例紹介 

    ① 保育 ICT・業務支援システム 

    ② 午睡（昼寝）チェック・検温 

    ③ おむつのサブスク 

■ 主 催：和歌山県 

■ 共 催：一般社団法人こども DX 推進協会 

■ 後 援：和歌山県保育連合会、和歌山県民間保育園連盟 

■ 申 込 方 法：右の QR コード又は下記 URL からお申込みください。 

        （申込締切：11 月６日（月）） 

定員数に制限はございません。 

        また、複数名でご参加される場合は、代表者１名のみ 

        お申込みください。 

（申込 URL）https://shinsei.pref.wakayama.jp/mEoMJhBw 

 

〔報道機関の皆様へ〕 

説明会の当日に取材を希望する場合は、11 月１日（水）までに、下記担当者 

までご連絡ください。 

 

令和５年 10 月６日 

資 料 提 供 

https://shinsei.pref.wakayama.jp/mEoMJhBw


■一般社団法人こども DX 推進協会 概要                     

・設  立：2023 年 2 月 20 日 

・所 在 地：東京都港区三田 3 丁目 13-16 三田 43MT ビル 3F 

・代表理事：小池 義則（株式会社コドモン 代表取締役） 

・活動内容：・こども DX の各種サービスの標準仕様やガイドラインの策定 

      ・こどもデータの適切な取扱方法の調査・研究 

      ・行政機関・団体に向けた制度、政策への提言 

      ・こども DX 事業者や保育関係者の会員支援 

 

《担当者》 

子ども未来課 保育班 和久田、谷地 073-441-2482（直通） 

デジタル社会推進課 プロジェクト推進班 山中、坂野 073-441-2407（直通） 



参加費
無料

2023年

オンライン（Zoom）開催開催形式

13:00~14:0011月7日（火）

おむつサブスク

保育業務の効率化・保育の質の向上にむけて

● 保育業務の効率化をしたいが、何から始めていいか分からない
● 忙しいからまとめてサービスの詳細を聞きたい
● 便利になるなら話を聞いてみたい

本セミナーはこんな人におすすめです！

説 明 会
わかやま保 育

保育 I C T・
業務支援システム

午睡チェック・
検温



最新サービス が一気に分かる！

お申込みについて

説明会は、右のＱＲコードからお申込みください。
定員数に制限はございません。
また、複数名でご参加される場合は、代表者1名のみがお申込みください。

お申し込みは
こちらから

と の保育業務の効率化 保育の質の向上

和歌山県子ども未来課　谷地／和久田（073-441-2482）
和歌山県デジタル社会推進課　坂野／山中（073-441-2407）

【本セミナーに関するお問い合わせ】

後援　和歌山県保育連合会

主催　和歌山県

共催　一般社団法人こどもＤＸ推進協会

参加企業（予定・順不同）参加企業（予定・順不同）

CoDMON（コドモン）、ルクミー（ユニファ）、Brain（MJ）、Kaoすまいる登園（花王）、手ぶら登園（BABYJOB）

こどもDX推進協会の会員各社による、最新の保育サービスをまとめて聞けるオンライン説明会です。

『もっと詳しく聞きたい！』というサービスがあれば、後日ご都合に合わせて個別にお聞きいただけます。

パソコンを使って書類を効率的に作成したり、アプリ上で保護者と
連絡をすることができる。登降園時間の管理も簡単に！

保育施設に直接おむつ・おしりふきが届くので、紙おむつの個別管理
が不要になる。保育施設は費用を負担することなく始められるので、
導入しやすい。

園児の状態を把握し、危険を察知した場合にアラート鳴らしたり、
午睡チェック表の記入作業を自動化できる。

保育ICT・業務支援システム1

午睡チェック・検温2

おむつサブスク3

和歌山県民間保育園連盟

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。申込締切：11月6日（月）


